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研究成果の概要（和文）：地域高齢者の健康寿命の延伸を目指して、地域の行政保健師の役割は、1次予防（健
康増進）、2次予防（虚弱、つまりフレイル状態にある高齢者の把握と介入）、3次予防（機能の保持、改善、リ
ハビリ）対策を推進する効果的な方法による地域介入が求められている。本研究では、地域在住高齢者のフレイ
ルに関連する要因を、社会的側面を中心に検討を行った後に3年後要介護に関連する要因を、縦断的に要介護の
重症度別で検討を行った。さらに地域高齢者のソーシャルキャピタルと健康の関連性について、ソーシャルキャ
ピタルの下位概念に踏み込んで検討を行い、公衆衛生看護活動の介入方向性に対する示唆を得た。

研究成果の概要（英文）：Aging is not only an immediate personal issue but also a salient factor in 
crucial public policies including for health, pensions, and long-term care. It is critical to 
develop and strengthen community-based support to sustain Japanese society. 
We found that the lack of participation in social activities was significantly related to an 
increased risk to suffer from frailty and subsequently requiring the application of Japanese 
long-term care insurance. We then assessed the sub-dimensions of the perceptions for the group 
activity as the aspect of individual social capital by factor analysis, and investigated the 
associations between the detected sub-dimensions of individual social capital and health among 
community-dwelling older Japanese. As for primary/secondary prevention for old populations, public 
health nurses are expected to develop and utilize the social capital in health promotion 
interventions in Japan.

研究分野： 公衆衛生看護学、介護予防、生活習慣病予防
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１．研究開始当初の背景 
少子高齢化や疾病構造の変化が進む中で、

生活習慣及び社会環境の改善を通じて、全て
の国民が共に支え合いながら希望や生き甲
斐を持ち、高齢期に至っても健やかで心豊か
に生活できる活力ある社会を実現し長寿を
全うできるよう、生涯にわたる健康づくりを
総合的に推進することが、わが国で目指され
ている。 
2006 年、介護保険制度は介護予防に焦点を

当てたものに改正され、予防重視型システム
の確立に向け地域包括支援センターが整備
された。これに伴い、地域の行政保健師の役
割は、1 次予防（介護予防の知識の普及など
健康教育、健康増進）、2次予防（虚弱、つま
りフレイル状態にある高齢者の把握と介入）、
3 次予防（機能の保持、改善、リハビリ）対
策を推進するとともに、より効果的な方法に
よる地域介入が求められるようになった。中
でも要介護ハイリスク者である2次予防事業
対象者をスクリーニングする方策として「基
本チェックリスト（厚生労働省作成）」が活
用されている。この基本チェックリストに該
当した 2次予防事業対象者の多くは「フレイ
ル」状態にあると考えられている。フレイル
は、多側面の要因が重なり合っていることが
特徴であり、多くの高齢者はこの段階を経て
要介護状態へ移行することから、地域におい
て介護予防施策を展開する際にはフレイル
の概念を基にして介入することは重要であ
る。 
介護予防とあわせて、社会環境の質を高め、

コミュニティ機能を再生し、人々の健康を増
進する要としてソーシャル・キャピタル
（Social capital：社会関係資本）が注目さ
れている。我が国の「今後の地域保健体制の
あり方」検討においても、地域のソーシャ
ル・キャピタルの活用を通じた健康なまちづ
くりの推進が重要な課題として取り上げら
れている。ただし、ソーシャル・キャピタル
の把握については未だその測定方法や構造、
下位概念は十分に確立されていないのが現
状である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、地域における効果的な介

護予防の推進を目指して、要介護に移行する
手前のフレイル状態および後年の要介護状
態に関連する要因を明らかとすることであ
る。さらに地域高齢者の社会活動に関する個
人レベルのソーシャル・キャピタルの下位概
念に踏み込んだ検討を行い、個人レベルのソ

ーシャル・キャピタル側面の因子を明らかと
して、それらと健康との関連性を明らかとす
ることにより、公衆衛生看護活動の展開方法
や地域保健対策を検討するためのエビデン
スとすることである。 
 
３．研究の方法 
【研究 1】まず、超高齢社会のフロントラン
ナーである我が国における地域での介護予
防対策推進の重要性と保健師の役割につい
てレビューした。地域高齢者の健康寿命の延
伸を目指して、どのような介護予防活動が求
められているか、公衆衛生看護活動の展開の
視点より概観したものである。 
【研究 2】地域在住高齢者のフレイルに関連
する要因を、社会的側面を中心に検討を行っ
た後に、3 年後要介護に関連する要因を縦断
的に要介護の重症度別で検討を行った。対象

者は、①H 市内に居住している、②「要支援、要

介護認定を受けていない」、③「65 歳以上」の条

件を満たす住民である。方法は自記式郵送調査で

あり、H 市の介護二次予防事業対象者把握事業の

一環として実施した。 

【研究 3】地域高齢者のソーシャルキャピタル
と健康の関連性について、ソーシャルキャピ
タルの下位概念に踏み込んだ調査検討を行
った。対象者は、H 市において住民基本台帳

（2013 年 10 月）より層別無作為に抽出し、郵送

による無記名自記式質問紙調査を行った。調査項

目は基本属性、健康関連指標（疾患有無、SF-36v2）、

社会的活動における個人レベルのソーシャル・キ

ャピタル等である。対象者が活動する会や組織に

関するソーシャル・キャピタルの要因について探

索的因子分析を行った後、健康関連指標を従属変

数とし、抽出された因子を独立変数として重回帰

分析を行った。 

 
４．研究成果 
研究 1では、我が国における地域での介護予
防対策推進の重要性と保健師の役割につい
てレビューし、国際雑誌へ報告し、国内外へ
の知見の発信を行った。研究 2の地域在住高
齢者のフレイルに関連する要因の検討の結
果では、性別で罹患疾患の割合が違うことが
明らかとなり、今後の介護予防施策を展開す
るうえでは、例えば男性では男性には壮年期
からの生活習慣病の予防に対して介護予防
までを見据えて重点的に介入し、女性には骨
筋関節疾患を予防するために前期高齢時期
における知識普及・啓発や骨筋力を維持する
運動機会の提供を行うこと等が重要である
ことが明らかになった。また、ソーシャル・



キャピタルの指標である社会参加や就労状
況、地域の居住年数、また独居（男性のみ）
が独立してフレイルと関連することが明ら
かになったことから、ソーシャル・キャピタ
ルの充実を目指した地域づくり推進が重要
であることが示唆された。また、フレイル関
連要因の視点から多面的に縦断的に3年後の
要介護認定に関連する要因の検討を行った
結果、軽度要介護状態には多種の要因が関連
しており、フレイル予防を通した多角的なア
プローチが重要であること、また性別により
要介護状態を予測する因子が異なるという
知見が得られた。地域における介護予防と健
康な町づくり推進を展開する公衆衛生看護
活動へ応用できる研究結果が得られた。 
研究 3では、地域高齢者の社会活動に関する
個人レベルのソーシャル・キャピタルの下位
概念に踏み込んだ検討を行い、個人レベルの
ソーシャル・キャピタル側面の因子を明らか
として、それらと健康との関連性を明らかと
した。従来からソーシャル・キャピタルにつ
いては健康とのポジティブな側面が強調さ
れてきたが、さらに下位概念を検討すること
で、ソーシャル・キャピタルの側面によって
はネガティブな関連性も明らかとなった。本
研究により、より健康な町づくり推進に貢献
しうるソーシャル・キャピタルの醸成を通し
た公衆衛生看護活動に対する示唆を得るこ
とができた。 
研究の成果については、国際雑誌への投稿

掲載とともに、国内外の学会にて成果報告を
複数回実施した。また、現場の地域包括セン
ター職員や自治体にて報告会を行った。本研

究結果は介護予防を見据えた健康な地域づくりを

推進し健康長寿社会を実現するための貴重な知見

の一つとなりうると考える。 
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